
「
豊
か
な
実
体
験
の
場
」
「
青

少
年
自
身
が
企
画
・
運
営
の
主

人
公
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
すギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
（
西
新
井
東
口
）

は
、
区
政
６
０
周
年
の
記
念
事
業
で

未
来
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
施
設
「
子
ど
も
科
学
館
」
と
し
て

多
額
な
税
金
を
投
入
し
て
建
設
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー

の
廃
止
な
ど
「
科
学
館
」
と
は
い
え

な
い
施
設
に
な
り
、
西
新
井
大
師
駅

前
の
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
移

転
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
足
立
区
の

青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
子
ど
も

や
青
年
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
い
え
る
機

能
を
果
た
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

日
本
共
産
党
は
「
青
少
年
自
身
が

企
画
・
運
営
に
参
画
し
て
豊
か
な
実

体
験
の
場
や
機
能
強
化
を
す
べ
き
」

と
く
り
返
し
求
め
て
き
ま
し
た
。

つ
い
に
、
こ
の
要
望
が
実
現
し
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
更
新
に
と
も
な

い
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
全
体
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
こ
と
に
な
り
、
昨
年
末
に

基
本
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
や
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

計
画
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
区
は

子
ど
も
や
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ど

の
世
代
も
共
通
し
て
「
思
い
っ
き
り

身
体
を
動
か
せ
る
場
」
を
求
め
て
い

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、

こ
れ
も
計
画
に
反
映
さ
れ
ま

し
た
。

「
子
ど
も
の
参
画
」
重
視
し

た
基
本
計
画

基
本
計
画
で
は
、
子
ど
も
や
、
若

者
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
や
イ
ベ
ン
ト

企
画
な
ど
に
参
画
し
、
運
営
も
区
内

に
で
き
た
大
学
と
も
連
携
し
な
が
ら

す
す
め
る
こ
と
が
柱
と
な
り
ま
し
た
。

青
少
年
の
参
画
の
企
画
運
営
へ
大
き

く
前
進
し
ま
し
た
。

２０１０年２月１４日（日） こんにちは伊藤和彦です ＮＯ.８６７ （発行会派日本共産党足立区議団.発行責任者伊藤和彦）

文
化
ホ
ー
ル
の
一
年
閉
鎖
は
や
め
て
！

区
は
、
施
設
の
改
修
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
来
年
一
年
間
、
文

化
ホ
ー
ル
も
「
電
気
な
ど
止
め
て
工
事
を
行
う
の
で
使
用
で
き
な

い
」
と
の
理
由
か
ら
閉
鎖
す
る
と
、
利
用
者
に
言
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
は
「
66
万
区
民
で
唯
一
の
文
化
ホ
ー
ル
。
一
年

閉
鎖
で
は
な
く
、
利
用
で
き
る
期
間
を
ふ
や
す
べ
き
」
と
要
請
し

ま
し
た
。

区
も
そ
の
方
向
で
対
応
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

日本共産党の質問＝先日、杉並の青少年センター

「ゆう杉並」の調査に行きました。「ゆう杉並」

では、中高生自身が運営委員会をつくって、管

理・運営にも携わり、約５０の企画事業を行っ

ています。また、区内の中高生がだれでも企画

書を出しバックアップを受けられる中高生自主

企画も、３３事業行いました。自らが企画を立

て成功させる、そのプロセスと達成感は得がた

い体験です。職員は、直営だからできると語っ

ていました。一方、足立区では、青少年センター

に指定管理者制度を導入し実質的に丸投げをす

る、これは計画の重点目標とは矛盾・逆行して

いるのではないでしょうか。

青少年センターは子ども施策のかなめであり、

豊かな遊び・実体験ができる場として、区が直

接企画・運営に携わり、充実すること、青少年

自身が企画・運営に携わることで、子ども自身

が達成感を味わえる取り組みこそが必要と思う

がどうか。

区の答弁＝指定管理者に運営は委ねるが、「青

少年自身が企画・運営に携わる事業の実施も検

討」「遊びや実体験ができる場としての役割や

機能をはたす」

★この答弁をもとに基本計画ができました。

主な施設の変更概要
１階

【回廊】→チャレンジコーナー（身体を使った遊び）

クライミングウォール・ごろごろマット・乗り物体験

【イベントホール】→体験工房・大型工作体験コーナー・

ミニドーム・土遊び水遊びコーナー（半屋外）

２階

【第１・２研修室】→キッズルーム（遊具・絵本・お

もちゃ・お絵かきコーナー・）はいはいコーナー・授

乳室・子どもトイレ・親子カフェ

地下２階【ロビー】→中高生の居場所（自由にくつろ

いだり、交流・活動拠点として利用できる）

【フリースペース】→音楽室・レクホール

【家庭教育相談室】→音楽系多目的室

吹抜け→大型ネット遊具

屋上→球技コーナー（ゴールポスト・コート・ネット）

屋外レストラン→クッキングスタジオ

スケジュール
２１年度 基本計画・基本設計

２２年度 実施設計

２３年度 リニューアル工事実施

２４年度 新規オープン

http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html

自宅 足立区花畑6-7－23

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770



昨
年
１
０
月
の
区
民
委
員
会
で
「
花
畑

地
区
に
お
け
る
新
住
区
セ
ン
タ
ー
建
設
計

画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
花
畑
８
丁
目
（
桑
袋
）
、
７
丁

目
（
鷲
宿
）
な
ど
の
住
民
か
ら
現
在
あ
る

花
畑
住
区
セ
ン
タ
ー
（
花
畑
四
丁
目
）
に

行
く
に
は
遠
す
ぎ
る
こ
と
、
足
立
区
内
の

他
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
比
較
し
て
も
花
畑
地
域

の
人
口
か
ら
見
て
も
「
新
た
な
住
区
セ
ン

タ
ー
が
欲
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

花
畑
北
部
区
画
整
理
事
業
（
東
京
都
施
行
）

の
中
で
新
住
区
セ
ン
タ
ー
用
地
の
確
保
な

ど
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
区
の
住

区
セ
ン
タ
ー
構
想
の
方
針
が
変
更
し
た
た

め
実
現
で
き
な
い

状
況
で
し
た
。

２
０
０
7
年
１

２
月
に
花
畑
地
区

町
会
連
合
会
か
ら

区
議
会
に
「
花
畑

地
区
に
お
け
る
住

区
セ
ン
タ
ー
建
設

の
早
期
実
現
を
求

め
る
請
願
」
が
提

出
さ
れ
、
私
（
伊

藤
和
彦
）
も
紹
介

議
員
に
な
り
２
０

０
８
年
３
月
に
採

択
さ
れ
実
現
す
る

こ
と
な
り
ま
し
た
。

区
は
建
設
用
地
を
取
得
す
る
た
め
、
財

産
活
用
課
が
地
権
者
と
交
渉
中
で
し
た
。

１
２
月
補
正
予
算
の
中
で
１
億
１
０
０
０

万
円
余
が
計
上
さ
れ
用
地
買
収
契
約
を
締

結
す
る
予
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

取
得
予
定
用
地
は
、
花
畑
６
丁
目
４
番

地
（
区
立
桜
花
小
学
校
東
側
）
、
面
積
は

８
２
８
㎡
（
公
簿
）
、
７
７
９
㎡
（
仮
換

地
後
）

用
地
取
得
後
の
計
画

２
０
１
０
年
度

新
住
区
セ
ン
タ
ー

建
設
設
計
。

２
０
１
１
年
度
か
ら
２
０
１
２
年
度

に
建
設
工
事
、
管
理
運
営
委
員
会
の
創

設
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

２
０
１
２
年
度

秋
に
開
館
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

２０１０年２月１４日（日） こんにちは伊藤和彦です ＮＯ.８６７ （発行会派日本共産党足立区議団.発行責任者伊藤和彦）

２月１９日（金）午後７時～

東京土建足立支部会館３階会議室
報告 ぬかが和子

区議団幹事長

くらし、雇用など厳しくなっている中、

足立区の新年度の予算案はどうなってい

るか、区民の切実な要求をどのように実

現していくのか

主催・足立革新区政をつくる会

3882-3031

花畑地区に新住区センター建設予定の区立桜花小学校・東側

生活相談・法律相談
お気軽にお電話ください

相談は無料です

法律相談は弁護士をご紹介いたします

●日本共産党足立区議団

３８８０－５７７０

●伊藤和彦 自宅

３８５９―６９５２

●伊藤和彦 携帯電話

０７０－６６４２―２８５１

私
の
生
活
相
談
に
は
「
仕
事
が
な
い
」

「
働
き
た
く
て
も
働
く
場
所
が
な
い
」
な

ど
雇
用
の
問
題
で
深
刻
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

わ
ず
か
１
年
間
に
完
全
失
業
者
が
９

万
人
も
増
え
て
い
る
（前
年
度
比
３
１
％
）

な
ど
、
東
京
の
雇
用
状
況
は
急
速
に
悪

化
し
て
い
ま
す
。
失
業
給
付
の
延
長
、
住

宅
や
仕
事
の
確
保
、
生
活
保
護
な
ど
、

国
や
自
治
体
に
対
し
て
失
業
者
へ
の
支

援
の
抜
本
的
な
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

特
に
高
い
失
業
率
と
就
職
率
の
急
激

な
悪
化
は
若
い
世
代
に
深
刻
に
現
れ
て

い
ま
す
。
違
法
な
派
遣
切
り
、
リ
ス
ト
ラ

や
賃
金
引
下
げ
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
、

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
や
均
等

待
遇
の
実
現
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本

改
正
な
ど
す
み
や
か
に
実
施
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
雇
用
は
正
社
員
が
当
た
り
前
」の
社
会

を
め
ざ
す
世
論
と
運
動
が
必
要
で
す
。

足
立
区
で
出
来
る
雇
用
対
策
を
さ
ら
に

強
化
す
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。




